





























Digital Imaging and Communications in Medi-
cine（DICOM）データを使用し，CRシステム
と連携している高精査医療用 Liquid Crystal 
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きるか否かを receiver operating characteristic 
curve analysis（ROC解析）にて検討した．こ
の評価基準は，Swetsの方法に従い，ROC曲線
下面積（non–informative area under the receiv-
er operating characteristic curve: AUROC＝
0.5），Less accurate（0.5＜AUROC＜0.7），
Moderately accurate（0.7＜AUROC＜0.9），
Highly accurate（0.9＜AUROC＜ 1），Perfect 
tests（AUROC＝ 1）とした．なお，p＜0.05を
もって有意とした．
多変量解析を実施した結果，石灰化の有無と歯
槽骨吸収率は独立して有意性を維持した．すなわ
ち，説明変数が歯槽骨吸収率のみのオッズ比は，
1.260（95％信頼区間：1.197～1.325，p＜0.001）
であり，年齢因子を追加した場合は，オッズ比は
1.239（95％信頼区間：1.173～1.308，p＜0.001），
さらに，高血圧を追加した場合でもオッズ比は
1.233（95％信頼区間：1.167～1.303，p＜0.001）
であった．
ROC解析により AUROCは，歯槽骨吸収率，
年齢において0.932，0.815，高血圧，歯数におい
て0.685，0.749であり，Swetsの方法に従い，0.7
以上であるとスクリーニングの指標として用いる
ことが可能であるという点である．よって，歯槽
骨吸収率および年齢は，頸動脈石灰化のスクリー
ニングの指標となる可能性が示唆された．
今後は，新たなスクリーニング指標としてパノ
ラマエックス線画像から歯槽骨吸収率を簡便に計
測できるツールの開発をし，N数を増加してい
きたい．また，画像は近年，デジタルにて保存可
能であるため，患者の同意を得ることができれ
ば，歯科医科において相互に提供することができ
る．そして，N数を増加して結果の確証が得ら
れた場合は大学病院のみでなく，歯科医院での
ツール実用化へ向けて医科との連携システム構築
の一助となればと考える．さらに，本対象者に縦
断的検討を進め，動脈硬化が進行する年代のみで
はなく，若年層からもデータを集めることによ
り，動脈硬化および歯周疾患の発症の予測が可能
になると考えられる．
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